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を行なったところ、ECI陽性かつPVI陽性群においてCSS、RFSともに最も予後
不良であり、ECI陽性でもPVIが陰性であれば両生存曲線ともにECI陰性群と
有意差は認められなかった。 
４） 考察 
これまでの報告では、乳癌症例のリンパ節転移におけるECIの予後因子とし
ての意義はさまざまであり、今回の検討でもECI陽性は独立した予後因子と
はならなかった。その理由として、ECIは腫瘍の浸潤能を反映すると同時に、
リンパ行性転移に強く関連しており、全身性の転移よりリンパ行性転移を反
映する因子である可能性が示唆される。そこで全身性、血行性の転移を反映
すると考えられるPVIと組み合わせることにより、リンパ行性転移にとどま
るECI陽性例を除外し、より遠隔転移再発を反映している症例を予測できる
可能性が示唆される。 
５） 結語 
乳癌の腋窩リンパ節転移陽性症例においてECIの評価に加え、PVIの評価を組み合わせ
ることにより、再発予後を予測できる可能性が示された。ECI陽性かつPVI陽性の乳癌
症例は遠隔転移のリスクが高いため、より強力な術後補助療法を検討する必要性も示
唆される。 
 
